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৽ւ༸ࢠ
ɹ「私たち͸本ؾですɻ大人のօ͞Μ΋、本ؾになͬͯ
ESDにऔり組Μでく͍ͩ͞ɻESD͸、このੈքのະདྷに
とͬͯ一൪大੾な΋のなので͸な͍でしΐうか」
ॊΒ͔ͳࢠͲ΋ͨͪ
ɹ最ॳに子Ͳ΋たちに会ͬたの͸、発଍ࣜ2014年⚗月⚕
日（土）でしたɻԿがىこるのか、ワクワクドキドキの༷
子で「ESDͬͯ஌͍ͬͯるʁ」と聞くと、「うーΜɻੈք
の人がདྷるΜͩよͶɻよく͸Θからな͍」と͍うฦ事が大
多਺でしたɻコーディネーターの杉山ൣ子͞Μ（名古԰大
学大学Ӄ環境学研究科特任।教授）に「なͥ今ESDが大
੾なのか」「なͥੈքの人が集まͬͯ会議をするのか」「Ͳ
Μなことが話͞Εるのか」をとͯ΋Θかり΍すく఻͍͑ͯ
た͖ͩ、地球上に͸͍Ζ͍Ζな問題が͋り、ͦのղܾのた
Ίに学ͼ、ߦಈすることの大੾͞にؾづ͖ましたɻ「ESDͬ
ͯなΜͩかお΋しΖͦう」「ぼくたちなにかで͖るのかな」
とぼͦぼͦと子Ͳ΋たちの੠が聞こ͖͑ͯましたɻࢀՃ者
શ員がަྲྀする場໘΋͋り、গしͣつ子Ͳ΋たちの関܎性
がॊらかくなり、ࢀՃҙཉが高ま͖ͬͯたことを͍֮͑ͯ
ますɻ
๊͍ͨδϨϯϚʙͲ͏ͳ͍ͬͯΔͷʁ
ɹՆٳみにೖり、ݱ地学शが࢝まりましたɻ最ॳに๚Εた
の͸J*C"中部「な͝΍地球ͻΖ͹」ですɻੈքが直໘し
͍ͯるශࠔ、৯ྐ、教育、環境なͲの問題を఻͑る展ࣔ΍、
੨年ւ外協力ୂO#のํの׆ಈ報告を聞͖、「学校にߦけ
な͍子Ͳ΋が͍るのʁなΜでʁ」「おҩ者͞Μに΋ߦけな
͍のʁなΜでʁ」「৯΂る΋のがな͍ͬͯͲう͍うことʁ」
と、子Ͳ΋たちのٙ問が๲らΜで͍͖ますɻ子Ͳ΋たちに
͸日ʑ͋たりま͑に͋る΋のが「な͍」ঢ়گを૝૾するこ
とがなかなかで͖まͤΜɻ్上国に生͖る子Ͳ΋たちにࢥ
͍を஘ͤ、ݱ࣮をडけとΊようとしますɻ「ͲうしͯこΜ
なঢ়گにな͍ͬͯるのʁ୭がͦうしͯしまͬたのʁ」ɻ子
Ͳ΋たちのまͬすぐなࢥ͍にファシリテーターがށ࿭う場
໘΋͋りましたɻ
ɹͦの後、子Ͳ΋たち͸⚕つのコース「ؾީมಈ・エネ
ルギー」「๷ࡂ」「生෺多༷性（ւ、下ྲྀ域）」「文Խ」「生
෺多༷性（山、上・中ྲྀ域）」に෼かΕ、地域の՝題に޲
͖合うݱ地学शにग़かけましたɻ私͸「生෺多༷性（ւ、
下ྲྀ域）」コースを担当し、ラムサール৚໿࣪地藤લׯׁ
΍ਫॲཧセンター、スラッジリサイクルセンターを๚Εま
したɻ藤લׯׁにೖり、టの中に͍る生͖΋のを見つけま
すɻ渡りௗが࣪地を歩͖、టの中の生͖΋のをつまΜで͍
ますɻ
ɹ「ここ͸͝みのॲ෼場になるとこΖͩͬたΜͩよ」ɻ子Ͳ
΋たち͸ͦの一ݴにͼͬくりしますɻ「͝みのॲ෼場になͬ
たらここに͍る生͖΋の͸Ͳうなるのʁ」と子Ͳ΋たちɻ
ɹ「藤લׯׁ͸、͝みの最ऴॲ෼場としͯ༧ఆし͍ͯた場
所ɻで΋、ここ͸ੈք༗਺の渡りௗのඈདྷ地ですɻ渡りௗ
がདྷると͍うこと͸エサで͋る生͖΋のがたく͞Μ͍ま
すɻ私たちがग़す͝みが増͑続けたたΊに͝みをຒΊると
こΖがなくなりましたɻ名古԰市民͸͝みをݮらすか、ௗ
΍生͖΋のをकるかをഭらΕたΜですɻ今ここにׯׁが͋
ると͍うこと͸、市民とߦ政と一ॹに͝みをݮらし、この
ׯׁをラムサール৚໿の登録地としͯະདྷに࢒し͍ͯこう
とܾஅしたΜです」ɻͼͬくりした子Ͳ΋、͝みのॲ෼地
にならなくͯよかͬたと͍う子Ͳ΋、私たちに͸で͖るΜ
ͩと͍うތらし͛にײ͡た子Ͳ΋、ͦΕͧΕにྺ࢙と今を
डけࢭΊ͍ͯましたɻ「たͩ、ੈքで΋、日本で΋開発が
進みׯׁがݮ͍ͬͯますɻ私たち͸Ͳう͍う฻らし、ࣾ会
をつくͬたら͍͍のかな」ɻ子Ͳ΋たちに౤͛かけますɻ
ɹͦの後๚Εたਫॲཧセンター、スラッジリサイクルセン
ター͸、たく͞Μのおۚとエネルギー、ͦしͯ技術を౤͡
たࢪ設でしたɻ子Ͳ΋たちの൓Ԡ͸͍Ζ͍Ζでしたɻ「こ
う΍ͬͯਫが͖Ε͍にな͍ͬͯるΜͩ」「技術が͋Ε͹Կ
度΋࢖͑るͶ」「こΜなにおۚ΍エネルギーを࢖Θな͍と
͍けな͍のʁ」「地球のԹஆԽとݴΘΕ͍ͯるのにこΜな
にエネルギーを࢖͍͍ͬͯのʁ」と、ݱ場のঢ়گにジレン
Ϛをײ͍ͯ͡る༷子でしたɻ
Ѫ஌県と໊古԰ࢢは、20年݄に։࠵されたESDユネスコ世界会ٞに޲͚て、Ѫ஌県಺5ߍ、খ学⚕年ੜからத学
⚓年ੜ2໊のࢠͲもたͪと一ॹにʮESDあいͪɾな͝΍ࢠͲも会ٞʯ（ҎԼ、ࢠͲも会ٞ）を্ཱͪ͛ました。ࢠͲも
会ٞには、コʔσΟネʔλʔとϑΝγϦςʔλʔ、ߦ੓୲౰ऀが൐૸し、େਓνʔϜでは、ʮࢠͲもがओମであるʯʮࢠͲ
ものࣗൃ性による学ͼをҾきग़すʯʮࢠͲもが఻えたいことを఻える৔をつ͘るʯʮׯবすることな͘ඞ要な࣌にඞ要な৘
ใ΍アυόイスをするʯをݻ͘໿ଋし׆ಈをਐΊました。ࢠͲもたͪの学ͼあい、ࢠͲもたͪのมԽ΍ࢥいのৢ੒、その
༷ࢠを͓఻えします。
&4%のओ人ެ
ʮᴷࢠͲ΋ʹΑΔࢠͲ΋のձٞʯϨϙʔτᴷ
+*$Aத部でͷࢠど΋ͨͪͷ༷ࢠ ׆ಈ内༰をઆ໌͢るࢠど΋とΠンタϏュー͢るࢠど΋
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ࢠͲ΋͕ߟ͑ΔʙԿΛ࿩͠߹͓͏͔
ɹݱ地学शをऴ͑た子Ͳ΋たち͸、ಘたؾづ͖΍学ͼから
「自෼たちにで͖ること」を見͍ͩす࡞業にೖりましたɻ
ࢀՃܕで話し合͍、子Ͳ΋たちの主ମ性に任ͤる形でߦ͍
ましたɻ
ɹまͣ͸、自෼のコースのݱ地学शでの学ͼをグループ಺
でڞ༗し、ଞグルʕプにԿを఻͑るか੔ཧしまとΊまし
たɻグループ಺の関܎性がे෼に͸で͖͍ͯな͍中、ײ૝
をड़΂るͩけ、のঢ়ଶが続͖ますɻグループでの౼議͸ܭ
⚔回ɻ⚑回⚑回がとͯ΋ॏཁな場ですɻファシリテーター
を͸͡Ί大人たち͸যりますɻ「このままで大ৎ෉なのͩ
Ζうか」ɻ「大人が進ߦをした΄うが͍͍ので͸な͍か」ɻ 
「͍΍、任ͤよう」ɻ
ɹ当࣌の事຿ہ担当の島田و宏͞Μ͸;りか͑りますɻ「こ
の೉し͍問題を話し合͑るのかෆ҆で、Ͳこまで任ͤる΂
͖か೰みましたɻしかし、子Ͳ΋たちが、学年のࠩを௒͑
ͯਅ݋に話し合͍ͬͯる࢟を見ܾͯஅしました」とɻ
ɹগしͣつ子Ͳ΋たちの関܎性がมΘりますɻ小学生のҙ
見にܹࢗをडけ、中学生΋ぼつぼつと話し࢝Ίますɻ࣌に
͸Ӷ͍つͬこみ΋͋りましたɻグループがಈ͖࢝Ίますɻ
「ͦうͩよͶ」「で΋๻͸こうࢥうΜͩ」「私͸こうఏҊし
た͍」ɻ自෼の目で見ͯ、ࣖで聞͍͖ͯたからこͦ՝題を
自෼͝とにし、自෼のݴ༿でҙ見をަΘしますɻまとΊ࡞
業がऴྃɻଞのコースがͲのような場所に͍ͬͯԿか見ͯ
Կを学Μͩかを聞͖合う発表とインタビューの࣌間を持ち
ましたɻଞのグループとの৘報ڞ༗΍ҙ見ަ׵をަ͑る
と、֤グループでの議࿦がよりਂくな͍͖ͬͯますɻͦし
ͯ、子Ͳ΋たち͸ؾづ͖ますɻ
ɹ「Ͳのコースの՝題΋ڞ௨し͍ͯるɻこのままでよ͍の
ͩΖうか、今生͖͍ͯる人͸ଞの国で฻らし͍ͯる人のこ
と、ະདྷに生͖る人のことをߟ͑ͯࣾ会΍฻らしを࡞ͬͯ
͍るのͩΖうか、私たちに͸で͖ること͸ԿͩΖう」ɻ
ɹ֤グループから立ީิし、グループશ員でܾΊたリー
ダーが、֤コースでの学ͼをまとΊͯ、メッセージҊを࡞
成することになりましたɻ֤コース、֤グループをӽ͑た
ESDメッセージҊがग़དྷ͋がりましたɻ
ࢠͲ΋ͷྗʹֶͿ
ɹ2014年11月10日（月）本൪の⚒日લ、શ員が集まる最
後の会議ですɻリーダーが࡞成したメッセージҊが発表͞
Ε、શ員がࢍ同しましたɻ͞らに、121名一人ͻとりが「Θ
たしのESDએݴ」を発表しましたɻ
ɹ「⚗月にॳΊͯ会ͬたと͖の子Ͳ΋たちが͋Μなに෩に
มΘるなΜͯɻ任ͤͯよかͬた」ɻ
ɹ子Ͳ΋の力にѹ౗͞Εた大人たちɻ大人͸、ඞཁな৘報
のఏڙ、子Ͳ΋達の学ͼ͍͋の場づくり、ࠔͬたと͖の
ͦͬと後ԡし、をするͩけでしたɻͦしͯ、島田͞Μ͸話
しますɻ「大人͸、஌ࣝ΍ܦݧ、立場΍プライドがअຐを
しͯ、ݐલ࿦΍ۭ࿦、自ݾ主ுになりがちですɻ子Ͳ΋達
からؾづか͞Εましたɻ持続可能なࣾ会に޲けͯ自෼͸Կ
がで͖るのか、みΜなでਅ݋に話し合うことが、ESDの
『ਅ』の࢟で͸な͍かと」ɻ
ɹ2014年11月12日（ਫ）名古԰国際会議場、ESDϢネス
コੈք会議ด会શମ会合ɻ18名のリーダーが登壇し、代
表者⚒名が発表しますɻ「私たちがߟ͑る持続可能なࣾ会」
をड़΂、持続可能なࣾ会を࡞るたΊに自෼たちにで͖るこ
とを話しますɻͦしͯ大人΁の⚗つのఏҊが͋りましたɻ
最後に、代表の⚑人が自෼のݴ༿でޠり࢝Ίましたɻ「๻
͸、リオサϛットでのセバン・スズキ͞Μのスピーチを見
ましたɻ22年લと今がԿ΋มΘ͍ͬͯな͍͡Όな͍か」ɻ
͍͞͝ʹ
ɹ私たち大人͸Կをし͍ͯるのでしΐうɻ子Ͳ΋たちのࢥ
͍΍ئ͍にԠ͑る׆ಈをし͍ͯるのでしΐうかɻ
ɹグループ౼議の際に、子Ͳ΋たちにԿ度΋「大人͸Կを
΍͍ͬͯるΜͩ」と子Ͳ΋たちにಥ͖෇けらΕましたɻ子
Ͳ΋たちのメッセージを聞͍ͯ、子Ͳ΋にݴΘͤͯ͸͍け
な͍ことをݴΘͤͯしまͬたと、Կと΋ݴ͑な͍ؾ持ちに
なりましたɻ
ɹѪ஌・名古԰で͸Ϣネスコスクール登録校がかなり増͑
ましたɻESDの大੾͞にؾづ͍た教員、学校΋増͑つつ
͋りますɻキャンϖーン΍ੈք会議がऴΘͬたからESD
͸ऴΘり、で͸શく͋りまͤΜɻESD͸、持続可能なࣾ
会が࣮ݱ͞Εるまで、͞Εたとしͯ΋「ऴΘらな͍教育・
学ͼ͍͋」ですɻ教育の「本࣭」ͦの΋のですɻͩからこ
ͦ、֮ޛしͯ本ؾでऔり組Ήしかな͍、ͦしͯこΕからͲ
うऔり組Ήかをߟ͍͑ͯますɻ
ɹ
ɹ˔子Ͳ΋たちのメッセージ͸下記HPで͝ཡ͍たͩけま
すɻಈ画で΋見ることがで͖ますɻ
ɹIUUQLBOLZPKPIPQSFGBJDIJKQFsE2014QEG04JCFOUP
100sQFFDIKQEG
ɹʦಈ画ʧIUUQXXXFsEKQOBUDPmKQDPOGFSFODFSFsVMU
JOEFYIUmM
ESDϢωεコੈքձٞดձ全ମձ߹でͷϓϨθンςーション
৽ւ༸ࢠ（͠Μか ・͍よ͏͜）ݩ環境লத部環境ύートナー
シッϓΦフΟε νーフϓϩσューαー。17年ࡾॏݝ܂
໊ࢢग़਎。大学ଔ業ޙ、ࡒஂ๏ਓ໊ݹ԰:W$Aにब৬。
異文化理ղ・ࠃࡍ理ղ教ҭ、੨গ年ҭ੒にؔ͢るࣄ業を୲
౰。ͦͷޙಛఆ非Ӧར׆ಈ๏ਓத部リαΠΫϧӡಈࢢ民ͷ
ձにҠり、ߦ੓・ا業とͷύートナーシッϓによるʮ環境
教ҭʯʮ環境コミュニケーションʯࣄ業などを୲͏。環境
教ҭにؔ͢る/10で環境教ҭͷ৘ใػೳ、࣋ଓՄೳੑを
ςーϚにͨ͠教ҭϓϩάラϜͷ։ൃ、ਓࡐҭ੒ࣄ業を୲
͏。2005年݄̕ʙ201年݄̏まで環境লத部環境ύー
トナーシッϓΦフΟε νーフϓϩσューαー。ಛఆ非Ӧ
ར׆ಈ๏ਓ࣋ଓՄೳな։ൃͷͨΊͷ教ҭਪਐձٞ理ࣄ、ಛ
ఆ非Ӧར׆ಈ๏ਓϘランタリーωΠόーζ主೚研究һ。
ʮΘͨ͠ͷESDએݴʯをܝ͛るࢠど΋ͨͪ
